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森　利男町長再選
今後４年間の大きな舵取りスタート

町議会議員は、現職7名、新人3名が当選

2007 統一地方選挙　苫前町長・町議ともに無風で終える

4月23日、当選証書付与式にて、森利
男町長並びに町議会議員10人に内田
委員長より当選証書が手渡された。
※現＝現職、新＝新人、無＝無所属。
なお、写真の番号は届出順。森　　　利　男 65歳　無現星　野　恭　司 72歳　無現①

猫　島　　　優 63歳　無現 間　宮　英　明 60歳　無現青　木　幸　隆 68歳　無現

林　　　秀　行 71歳　無現 西　　　大　志 31歳　無現田　沢　　　収 50歳　無新

渡　部　一　男 65歳　無新 阿　部　俊　一 54歳　無現小　倉　哲　志 64歳　無新

③ ②④

⑥ ⑤⑦

⑨ ⑧⑩
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四
月
十
七
日
告
示
の
町
長
・
町
議

会
議
員
選
挙
は
、
と
も
に
無
投
票
で

終
え
た
。

町
長
は
現
職
の
森
利
男
氏(

六
五
）

以
外
に
届
け
が
な
く
、
午
後
五
時
過

ぎ
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
選

挙
事
務
所
へ
無
投
票
当
選
の
一
報
が

入
っ
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
議
員
定
数
三
人

減
の
十
人
と
な
っ
た
町
議
会
議
員
選

挙
の
届
出
者
は
、
定
数
の
十
名
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
同
様
に
各
選
挙
事

務
所
へ
無
投
票
当
選
の
一
報
が
入
っ

た
。二

十
二
日
（
日
）
の
午
前
十
時
か

ら
は
、
苫
前
町
長
並
び
に
町
議
会
議

員
選
挙
の
「
選
挙
会
」
が
行
わ
れ
、

内
田
靖
生
選
挙
長
よ
り
公
職
選
挙
法

第
百
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
投

票
は
行
わ
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

立
候
補
者
全
員
が
当
選
人
と
し
て
正

式
に
決
定
し
た
。

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
翌

日
の
二
十
三
日
（
月
）
午
後
一
時
か

ら
「
当
選
証
書
付
与
式
」
を
行
い
、

内
田
委
員
長
か
ら
森
利
男
町
長
と
町

議
会
議
員
十
名
に
当
選
証
書
が
手
渡

さ
れ
た
。

内
田
委
員
長
は
、
あ
い
さ
つ
で

「
結
果
的
に
無
投
票
と
な
り
選
挙
運

動
も
一
日
だ
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

気
温
も
低
く
寒
い
中
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
に
ご
配
慮
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
か
ら
は
、
課
題
が
山
積
す
る
中
、

今
後
ど
の
よ
う
な
議
員
活
動
を
し
て

行
く
の
か
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
、

皆
様
の
活
動
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
益
々
厳
し
い
時
代
と

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

の
声
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
四
年
間
の

活
動
に
力
を
注
い
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

当
選
証
書
を
手
渡
さ
れ
た
森
町
長

か
ら
は
「
無
投
票
で
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
責
任
を
感
じ
て
い
る
。広
域
行
政
、

道
州
制
、
市
町
村
合
併
な
ど
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
緊
急
課
題
を
優
先
的

に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
長
も
議
員

も
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
を
祈
り
立
候

補
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
将

来
悔
い
の
残
ら
な
い
町
政
を
進
め
て

参
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

町
議
会
議
員
を
代
表
し
て
星
野
恭

司
氏
は
「
苫
前
町
が
始
ま
っ
て
以
来

の
町
長
、
町
議
の
無
投
票
選
挙
で
あ

っ
た
と
思
う
。
無
投
票
だ
か
ら
こ
そ

責
任
を
感
じ
て
い
る
。
住
民
の
代
表

と
し
て
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
切
磋

琢
磨
し
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

当
選
者
全
員
に
役
場
幹
部
職
員
の

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
厳
粛
な
当

選
証
書
付
与
式
が
終
了
し
た
。

当選証書付与式の様子

内田委員長より森町長へ当選証書が手渡される

森利男町長が初登庁　住んで楽しいまちづくりを目指して

四
月
二
十
四
日
、
午
前
八
時
四
十
五
分
、
森
利
男
町
長
が
初
登
庁

し
た
。
庁
舎
前
に
は
、
職
員
ら
約
八
十
人
が
列
を
つ
く
り
森
町
長
を

出
迎
え
た
。
女
性
職
員
か
ら
花
束
が
手
渡
さ
れ
森
町
長
は
、
職
員
ら

の
大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
職
員
訓
示
で
森
町
長
は
、「
今
回
は
、
町
長
選

も
町
議
選
も
無
投
票
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
な
お
一
層
責
任
の
重

さ
を
強
く
感
じ
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、
二
期
目
に
入
る
意
気
込

み
や
方
針
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。（
要
点
の
み
）

「
町
の
発
展
と
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
考
え
、
町
政
を
進
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
い
。
そ
の
中
で
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、
緊
急
課
題
で
あ
る
医
療
・
介
護
等
に
対
す
る
早
急
な

対
応
。
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
一
次
産
業
の
確
立
と
商
工
業

の
振
興
。
道
立
苫
前
商
業
高
等
学
校
の
存
続
等
の
教
育
・
福
祉
対
策
。

古
丹
別
市
街
地
の
下
水
道
整
備
を
進
め
る
等
の
市
街
地
力
の
強
化
と

環
境
整
備
。
人
材
誘
致
や
空
家
対
策
等
の
強
化
に
よ
る
人
口
を
増
や

す
対
策
。
行
政
の
ス
リ
ム
化
な
ど
町
と
し
て
辛
抱
出
来
る
こ
と
は
辛

抱
し
、
将
来
町
と
し
て
必
要
な
事
項
は
進
め
る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
た
財
政
の
安
定
化
。
苫
前
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
な
ど
、
ま
ち
の
中

で
売
れ
る
物
を
つ
く
る
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。
町
民
感
覚
、
民
間

発
想
感
覚
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
使
い
や
す
い
、
町
民
の
た
め

の
役
場
づ
く
り
な
ど
」
を
あ
げ
た
。

「
ま
た
、
広
域
連
携
・
道

州
制
・
市
町
村
合
併
等
の
議

論
が
更
に
進
む
が
、
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
「
町
民
ニ
ー
ズ
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
誇
り

と
希
望
の
持
て
る
、
住
ん
で

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
職
員
と
一
丸
と
な
り
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
」
二
期

目
の
意
欲
を
話
し
た
。

職員の大きな拍手に迎えられ初登庁する森町長
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着任教員･事務職員等の紹介着任教員･事務職員等の紹介
この春、北海道教育委員会の４月１日付け人事異動により、
町内小中高校に新しく着任されました教員・事務職員等の
皆様を紹介いたします。

道 立 苫 前 商 業 高 等 学 校

大庭　　隆
教　頭
前任校
北海道小樽商業高等学校（定時制）

＜抱　負＞
全道に苫前商業高

校が頑張っている姿を伝えるスポ
ークスマンとして奔走したいと思
います。

島田　吉朗
事務職員
前任
北海道立洞爺少年自然の家

＜抱　負＞
学校の職場に早く

順応できるよう努力しますので、
地域のみなさんよろしくお願いし
ます。

野村　香織
事務生

＜抱　負＞
母校なので生徒に

戻ったような気がしてなりません
が、精一杯頑張っていきたいです。

土田　芳之
教　諭
前任校
北海道北広島西高等学校

＜抱　負＞
早く苫前町に溶け

込み、生徒の進路目標実現のため、
一生懸命頑張ります。よろしくお
願いします。

古　丹　別　中　学　校

板谷　　晉
校　長
前任校
留萌市立港南中学校

＜抱　負＞
祖父・父・私と三代、

苫前町の学校に勤務することになり
ます。微力ですが、少しでも苫前町
の教育にお役に立てばと考えており
ます。よろしくお願いいたします。

苫　前　町　教　育　委　員　会　社　会　教　育　課

土岐　雄二
派遣社会教育主事
前任校
稚内市立稚内南中学校

＜抱　負＞
「苫前町の社会教育は全道NO.1」と聞
いております。家庭・学校・地域の方
とのつながりや学び合いを大切に、自
分自身も高まるように頑張ります。今
後とも宜しくお願いいたします。

田中　幸治
教　頭
前任校
留萌市立港南中学校

＜抱　負＞
地域、ＰＴＡ、教

職員の「和」を大切に、苫前の子
どもたちのために頑張ります。

玉野　昭二
校　長
前任校
増毛町立舎熊小学校

＜抱　負＞
学社融合の町、苫

前町で再び勤務させていただくこ
とになりました。学校や地域の活
性化に向け努力していきます。

松本　尚大
教　諭（期限付き）
前任校
深川市立納内中学校

＜抱　負＞
苫前町のより良い

教育のため、精一杯頑張ります。
どうぞよろしくお願い致します。

大野真為子
教　諭
前任校
留萌市立港北小学校

＜抱　負＞
子供たちの学校生

活が楽しく充実した時間となるよ
う精一杯がんばります。

長屋　麻智
養護教諭（期限付き）
前任校
枝幸町立枝幸小学校

＜抱　負＞
明るく素直な古丹

別小学校の子どもとともに成長で
きたらと思います。頑張りますの
でよろしくお願い致します。

木田　聖子
栄養教諭
古丹別地区学校給食
共同調理場

＜抱　負＞
今までよりも、も

っと子どもたちとのふれあいを大
切に、より一層頑張っていきたい
と思います。

古　丹　別　小　学　校
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苫　前　中　学　校

高清水照二
校　長
前任校
留萌市立北光中学校

＜抱　負＞
苫前町の勤務は初

めてです。「地域と共に、子どもた
ちが心豊かにたくましく育つ学び
の環境と創造」の学校づくりに努
力します。

山崎　兼司
教　諭
前任校
遠別町立遠別中学校

＜抱　負＞
苫前の子どもたち

とともに、一日一日、成長してい
きたいと思います。よろしくお願
いします。

中西めぐみ
教　諭
前任校
羽幌町立天売中学校

＜抱　負＞
苫前の子どもたち

のために、精一杯努力していきた
いと思います。よろしくお願いし
ます。

三住久美子
教　諭（期限付き）
前任校
北海道根室高校

＜抱　負＞
苫前中学校で勤務

することができ、大変ありがたく
思っています。家庭科を担当しま
す。

宮崎　圭司
教　頭
前任校
初山別村立初山別中学校

＜抱　負＞
趣味を大切に、学

校や家庭の仕事は楽しく行い、毎
日希望を作りながら過ごしたいと
思います。（希望は「もつ」もので
はなく「作る」もの）

川原　裕介
教　諭
前任校
初山別村立初山別中学校

＜抱　負＞
自分のできる限りの

ことを、精一杯行なっていきたいと
考えています。地域の皆様にもお世
話になるかと思います。これからど
うぞよろしくお願い致します。

吉田　　瞳
教　諭
前任校
小平町立小平小学校

＜抱　負＞
苫前の子供達の心

とからだのサポーターとしてがん
ばりたいと思います。どうぞよろ
しくお願い致します。

苫　前　小　学　校

畑　　慎司
教　諭
前任校
遠別町立遠別小学校

＜抱　負＞
早くこの町に慣れ、

子どもたちとそして地域の皆様と
交流を深めていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

木村　美保
教　諭（期限付き）
前任校
初山別村立有明小学校

＜抱　負＞
あたたかな春風に

乗って、再び苫前町にやって来る
ことができました。よろしくお願
いします。

里見　清孝
教　頭
前任校
初山別村立初山別小学校

＜抱　負＞
苫前町勤務、初め

てです。地域や保護者の皆様の学
校に対する期待を真摯に受け止め、
努力していきたいです。

苫　前　駐　在　所 古　丹　別　駐　在　所

藤田　利文
北海道旭川方面羽幌警察署
北海道警部補　苫前駐在所
前任　余市警察署交通課　

＜抱　負＞
町民と一体となっ
た事故、犯罪のな
い明るいまちづく
りに精進していき
たい。（地域に溶け
込んだ警察活動）

鈴木　憲作
北海道旭川方面羽幌警察署
北海道巡査部長　古丹別駐在所
前任　富良野警察署地域課

＜抱　負＞
事件、事故のない
安心安全なまちづ
くりに邁進致しま
す。

苫　前　厚　生　病　院

竹下　陽子　看護科長
前任　帯広厚生病院

＜抱　負＞　町民の一人として早く地域に
なじみ、これまでの経験を生かして、少し
でも皆様の健康に関するお世話ができたら
と思います。よろしくお願い致します。

久保　　徹　事務長
前任　JA北海道厚生連本部

＜抱　負＞　町民の皆様が集い、ふれあう
中で自由にいろいろな話しを伺い、良いこ
とをすぐに取り入れられるように心がけた
いと思います。よろしくお願いいたします。
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三
月
二
十
三
日
、
災
害
医
療
に
係

わ
る
勉
強
会
が
町
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
勉
強
会
は
、
旭
川
医
大

の
玉
川
進
医
師
と
全
道
の
救
急
救
命

士
ら
が
集
い
、
自
主
的
に
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
自
費
参
加

で
開
催
し
て
い
る
。

出
席
者
は
札
幌
市
や
滝
上
町
、
増

毛
町
な
ど
か
ら
消
防
職
員
や
看
護
師

な
ど
約
五
十
人
が
出
席
し
た
。

今
回
の
勉
強
会
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ

（
語
源
は
フ
ラ
ン
ス
語
「tria

g
e

（
選
択
）」）
訓
練
を
主
体
に
行
っ
た
。

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
災
害
医
療
に
お
け

る
多
数
の
疾
病
者
を
重
傷
度
と
緊
急

性
に
よ
っ
て
分
別
す
る
方
法
で
、
可

能
な
限
り
何
回
も
繰
り
返
し
て
行
う

救
命
措
置
。

勉
強
会
で
は
、
班
別
に
負
傷
者
役

と
救
助
者
に
分
か
れ
、
ト
リ
ア
ー
ジ

訓
練
を
行
っ
た
。

最
初
の
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
方
式
」
で

は
、
歩
け
る
の
か
？
呼
吸
を
し
て
い

る
か
？
シ
ョ
ッ
ク
症
状
は
な
い
か
？

な
ど
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
素
早

く
ト
リ
ア
ー
ジ
（
選
別
）
す
る
方
法

を
学
ん
だ
。

判
定
結
果
は
、
四
色
の
カ
ー
ド

（
ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
）
で
表
示

し
て
、
負
傷
者
の
手
首
等
に
取
り
付

け
る
。（
黒：

死
亡
、
も
し
く
は
現

状
で
は
救
命
不
可
能
と
さ
れ
る
も

の
。
赤：

重
篤
な
状
態
で
救
命
の
可

能
性
が
あ
る
も
の
。
黄：

生
命
に
関

わ
る
重
篤
で
は
な
い
が
、
搬
送
が
必

要
な
も
の
。
緑：

救
急
で
の
搬
送
の

必
要
が
な
い
軽
症
な
も
の
）

次
に
、「
ポ
ス
ト
内
で
の
ト
リ
ア

ー
ジ
」、「
搬
送
順
位
選
定
」
な
ど
を

学
ん
だ
。

参
加
者
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

よ
う
な
災
害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を

祈
り
、
も
し
も
の
場
合
に
備
え
た
。

ま
た
、
参
加
者
全
員
が
今
後
も
勉

強
会
を
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

救
急
医
療
に
関
す
る
勉
強
会
を
終
え

た
。

災
害
医
療
救
急
勉
強
会
開
催

トリアージ訓練に取組む参加者

三
月
二
十
七
日
、
町
公
民
館
に
て

介
護
予
防
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約

四
十
人
が
出
席
し
た
。

最
初
に
町
民
課
加
藤
七
穂
子
主
幹

よ
り
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

要
介
護
区
分
が
四
月
一
日
よ
り
変

更
に
な
る
こ
と
を
説
明
し
た
（
図

１
）。
要
介
護
認
定
の
手
続
き
申
請

は
町
民
課
で
行
っ
て
お
り
、
申
請
は

本
人
の
ほ
か
家
族
で
も
で
き
る
。
申

請
す
る
と
担
当
職
員
が
訪
問
調
査
等

を
行
い
、
次
に
主
治
医
な
ど
が
意
見

書
を
作
成
し
、
一
次
審
査
、
二
次
審

査
が
行
わ
れ
必
要
な
度
合
い
（
要
介

護
度
）
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
留
萌
保
健
福
祉
事
務
所
の

小
林
由
美
子
保
健
推
進
係
長
よ
り
、

介
護
予
防
の
必
要
性
と
名
寄
市
の
介

護
予
防
の
実
践
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

小
林
さ
ん
は
、
介
護
保
険
改
正
の

目
指
す
も
の
と
し
て
、「
元
気
な
方

は
よ
り
元
気
に
な
る
た
め
に
、
介
護

保
険
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
で
元

気
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
」と
述
べ
、

自
立
支
援
推
進
の
重
要
性
を
話
し

た
。
ま
た
、
名
寄
市
の
高
齢
者
体
力

向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て

紹
介
。
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
方
々

か
ら
は
、「
身
体
の
ふ
ら
つ
き
が
な

く
な
っ
た
。
身
体
が
軽
く
な
っ
た
。

転
び
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
耐
え
る

こ
と
が
で
き
た
、
閉
じ
こ
も
り
が
解

消
さ
れ
た
と
い
う
成
果
も
上
げ
ら
れ

た
」
と
話
し
、「
運
動
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
身
も
心
も
た
く
ま
し
く
な

っ
た
参
加
者
が
多
か
っ
た
」
と
述
べ

た
。ま

た
、
苫
前
町
で
は
四
月
一
日
よ

り
苫
前
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
高
齢
者
の
心
身
状
態

に
合
わ
せ
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

民
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

電
話
六
四
〜
二
二
一
五

四
月
十
日
、
鹿
内
敬
貴
さ
ん
（
鹿

内
生
花
店
社
長：

古
丹
別
）
が
町
長

室
を
訪
れ
、
祖
母
の
（
故
）
鹿
内
ミ

ユ
キ
さ
ん
が
生
前
に
丹
精
込
め
て
作

成
し
た
最
後
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品

で
あ
る
座
布
団
二
枚
を
森
町
長
に
寄

贈
し
た
。

鹿
内
さ
ん
は
、「
祖
母
が
生
前
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
を
趣
味
と
し
て
活
動
し

て
い
た
作
品
の
ひ
と
つ
で
、
是
非
、

森
町
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
言

っ
て
い
た
座
布
団
で
す
」
と
森
町
長

へ
手
渡
し
た
。
森
町
長
は
、
縦
横
約

七
十
㎝
の
と
て
も
あ
で
や
か
で
素
敵

な
座
布
団
を
背
に
し
、（
故
）
鹿
内

ミ
ユ
キ
さ
ん
の
温
も
り
を
感
じ
な
が

ら
明
日
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
た
。

介
護
予
防
講
演
会

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

素
敵
な
座
布
団
に
感
謝町民の心遣いに感謝する森町長



４月１２日、第５９回苫前町農業協同組合通常総会
が、町公民館で開催された。
花井忠昭組合長は、「輸入関税問題など農政を取り巻
く環境は大変厳しい状況にあるが、農民のための農協
という原点を忘れずに取り進めて行きたい」と述べた。
平成１８年度、事業概況報告では、苫前町地域水田農
業ビジョンの取組から３年が経過し、価格低迷が続い
ている中、農作物全般では好天に恵まれ、水稲の作況
指数は１０６と２年連続の豊作となり、他の作物も好
条件に恵まれ、販売高は２４億４千万円となった旨の
報告があった。また、平成１９年度の事業方針では、
環境に配慮した新たな取り組みや規模拡大等を支援す
ること、ＪＡ財務の健全化に向けた自己資本の充実な
どを方針とし、販売目標約２４億４千万を見込んだ。
役員改選では、理事１２人と監事３人を選任した。任
期は３年。代表理事組合長には、松原幸博氏（字九重）
を選出した。以下役員は、理事　鴨田征克、上田博和、
鈴木均、伊藤俊雄、伊藤信行、十亀一男、伊藤勇一、
糸川啓士、村本隆、小田雅彦、酒井丈幸　▽監事　早
川日出利、猫島貴之、大矢根正春。（以上敬称略）
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組合長に松原幸博氏
町農協第59回通常総会

4月16日、町老人クラブ連合会と町シルバー防火クラ
ブ総会が、とままえ温泉ふわっとで開催された。出席会
員は25人。最初にシルバー防火クラブ（丹羽正己会長）
の総会が行われ、事務局の北留萌消防組合消防署苫前支
署職員より、平成18年度事業報告、平成19年度事業計
画が示され原案どおり承認された。会則の改正では、事
務局をこれまでの苫前支署から古丹別支署に変更。また、
伊藤支署長からは、住宅用火災報知器の早期設置及び各
地区における防火運動等の開催依頼があった。引き続き、
町老人クラブ連合会（丹羽正己会長、会員499名）総会
が開催され、6月の風車ウォーキングや8月のシルバー
喫茶事業などを決めた。丹羽会長は、「全道的に高齢者
層が増加傾向にある中で、会員は減少していく逆転現象
が起きている。当町も同様なことが言えるが、一人でも
多くの方に入会していただき、一緒に活動してほしい」
と話した。森町長は来賓祝辞で「長寿国日本も厳しい状
況下にありますが、老人医療対策等を含め、安心して住
める町を目指して参ります。」と述べた。また、総会議
案は原案どおり承認された。

町老人クラブ連合会総会

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�６４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�６５-４１１９

春の火災予防運動実施「防火パレード」実施春の火災予防運動実施「防火パレード」実施
火
の
用
心
の
旗
を
持
ち
市
街
地

を
行
進
す
る
園
児
の
皆
さ
ん

第59回通常総会の様子 総会であいさつする丹羽会長

街
頭
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
、
農
協
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

四
月
二
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
春
の
火
災
予
防

運
動
期
間
に
伴
い
、
二
十
三
日
（
月
）、
古
丹
別
市

街
に
て
防
火
パ
レ
ー
ド
と
車
両
啓
発
パ
レ
ー
ド
、
防

火
街
頭
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
古
丹
別
保
育
所
の
園
児
ら
や
町

シ
ル
バ
ー
防
火
ク
ラ
ブ
会
員
（
丹
羽
正
己
会
長
）、

町
危
険
物
安
全
協
会
員
な
ど
四
十
六
名
が
参
加
し

て
、
町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

参
加
者
や
子
ど
も
ら
は
「
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
や

め
ま
し
ょ
う
」
と
大
き
な
声
を
響
か
せ
な
が
ら
、
市

街
地
を
行
進
し
火
災
予
防
運
動
を
広
め
た
。
ま
た
、

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
は
Ａ
コ
ー
プ
古
丹
別
店
前
と

古
丹
別
保
育
所
前
で
、
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
会
員

（
松
原
ミ
ヤ
子
会
長
）
十
人
と
農
協
女
性
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
（
鴨
田
智
江
会
長
）
二
人
が
道
行
く
人
に

防
火
街
頭
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

二
十
五
日
（
水
）
に
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
半
日

消
防
士
体
験
が
行
わ
れ
、
放
水
体
験
や
消
防
車
に
乗

り
込
み
、「
火
の
用
心
。
外
出
前
、
寝
る
前
に
は
、

火
の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
」、「
火
の
用
心
。
タ
バ

コ
の
投
げ
捨
て
止
め
ま
し
ょ
う
」
と
幼
児
の
元
気
な

声
を
市
街
地
に
響
か
せ
な
が
ら
、
火
災
予
防
運
動
を

行
っ
た
。
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四
月
二
十
日
、
古
丹
別
小
学
校

（
玉
野
昭
二
校
長
）
で
、
一
年
生
十
三

人
を
迎
え
る
会
が
行
わ
れ
、
上
級
生

と
の
絆
を
深
め
た
。

最
初
に
四
年
生
が
一
年
生
ひ
と
り

一
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
で
好
き

な
色
は
？
学
校
で
一
番
や
っ
て
み
た

い
こ
と
は
？
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組

は
？
な
ど
の
質
問
に
、
新
一
年
生
は
、

ハ
キ
ハ
キ
と
答
え
て
い
た
。
二
年
生

は
職
員
室
の
入
り
方
や
音
楽
室
の
使

い
方
な
ど
を
寸
劇
で
行
い
、
５
年
生

は
、
○
×
ク
イ
ズ
で
学
校
生
活
を
紹

介
。
六
年
生
は
一
年
生
と
一
緒
に
大

縄
飛
び
な
ど
を
行
っ
た
。

入
学
し
て
二
週
間
あ
ま
り
で
あ
る

が
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
優
し
さ

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
新
一
年
生

は
、
と
て
も
安
心
し
た
よ
う
で
あ
っ

た
。
心
ひ
と
つ
に
、
全
校
生
徒
百
二

人
の
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

古
小
102
人
が

心
を
つ
な
ぐ

６年生と一緒に大縄飛びをする新１年生

鎌
田
主
幹
は
「
自
宅
に
保
管
し
て

い
た
が
、
四
百
号
達
成
を
記
念
に
図

書
室
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。
少
し
で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で

い
た
だ
き
、
興
味
の
あ
る
方
は
会
員

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、「
今

で
は
川
柳
を
詠
む
こ
と
が
生
き
甲
斐

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
編
集
作
業
も
お

も
し
ろ
い
。
川
柳
が
あ
っ
た
か
ら
妻

の
介
護
も
上
手
に
で
き
た
よ
う
な
気

が
す
る
」
と
振
り
返
り
な
が
ら
、
五

百
号
へ
向
け
て
、
次
の
一
号
が
す
で

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

伊
藤
公
民
館
長
は
「
町
民
の
皆
さ

ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
川
柳
の
愛

好
者
が
増
え
る
の
が
楽
し
み
。
今
後

は
、
成
人
講
座
も
検
討
し
た
い
」
と

お
礼
を
述
べ
た
。

「
金
（
か
ね
）
政
治
美
し
い
国
っ

て
ど
こ
の
国
」（
今
新
き
み
子
）「
朝

ご
飯
早
寝
早
起
き
家
族
の
和
」（
山

根
輝
子
）「
あ
の
人
も
こ
の
顔
も
居

る
デ
ィ
の
風
呂
」（
運
上
酔
狂
）「
パ

ッ
シ
ン
グ
さ
れ
て
も
椅
子
に
し
が
み

つ
き
」（
芳
賀
敏
美
）「
川
柳
の
灯
火

が
生
き
て
四
百
誌
」（
斎
数
範
章
）

「
不
足
分
夏
に
不
気
味
雪
の
量
」（
関

武
）「
温
暖
化
四
季
か
ら
冬
が
消
え

か
か
り
」（
鎌
田
伸
緒
）
以
上
、「
川

柳
と
ま
ま
え
四
百
号
」
よ
り
抜
粋
。

四
月
十
日
、
苫
前
町
川
柳
社
（
鎌

田
信
夫
主
幹
）
が
、
同
人
誌
「
川
柳

と
ま
ま
え
」
の
通
算
四
百
号
達
成
を

記
念
し
て
、
町
公
民
館
図
書
室
に
全

冊
を
寄
贈
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
か
ら
基
本
的
に
ひ

と
月
に
一
号
を
発
行
し
な
が
ら
三
十

四
年
の
歴
史
を
刻
み
本
年
三
月
に
四

百
号
を
達
成
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
公
民
館
が
主
催

し
た
成
人
講
座
の
「
川
柳
教
室
」
が

き
っ
か
で
、
そ
の
時
の
受
講
生
七
人

が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
全
盛
期

に
は
二
十
人
以
上
い
た
会
員
も
今
で

は
、
札
幌
や
旭
川
に
引
っ
越
し
た
会

員
を
含
め
十
一
人
に
な
っ
た
。

三
十
四
年
間
の
歴
史

川
柳
と
ま
ま
え
四
百
号
達
成

川柳400号完成の達成感に満ちた鎌田さん
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フラワースマイル事業

本とあそぼう（図書室サポーターの企画事業です）

フラワースマイル事業とは、小さな子どもからおとうさんやおかあさん、おじいちゃんやおばあちゃ
んの３世代が協力しあって花を植えて、苫前の町を花でいっぱいにする事業です。
日　時　５月２６日（土）午前１０時～
場　所　古丹別：苫前町公民館　　　　苫前：郷土資料館　　　
内　容　古丹別：古丹別西２条線の花壇への花植

苫　前：古代ロマンロード（苫前小学校前及び郷土資料館付近）の
プランターと花壇への花植

※　参加を希望される方は午前１０時までに各開催場所へお集まり下さい

～あなたの学びたいを応援します～

e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

でんわ ６５－４０７６
F A X ６５－３２２０苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

毎月1回福祉センターで午前１０時から実施しています。乳幼児と保護者を対象に、絵本の読み聞かせや手づくりお
もちゃを作成し、子ども同士、親同士楽しく交流しています。申し込みはいりませんので、気軽に参加してくださいね。

大きなシャボン玉は子どもだけ
でなく、お母さん達にも大人気
です。雨天の場合は工作です

図書室サポーターが作る手作り
クッキーに、チョコなどで飾り
付けします。

開　催　日
5月17日（木）
6月21日（木）
7月19日（木）
8月30日（木）
9月20日（木）
10月18日（木）
11月15日（木）
12月20日（木）
1月24日（木）
2月21日（木）

内　　　　　容
どんぐりぼうやコロコロコロ

大きなシャボン玉で遊ぼう

ロケット
パックン魚つり
つつでっぽう
クッキーデコレーション
ちゅうがえりネコ
輪ゴムギター

チャレンジデー2007チャレンジデー2007
5月30日（水）対戦決定！

島根県海士町
あ ま ち ょ う

VS苫前町

子どもから高齢者まで、すべての住民が
参加し、健康づくりを考えるきっかけの
日にしよう！

○参加対象　苫前町内にいる全ての人
（町外の通勤者、観光客も対象となります。）

○実施種目　15分以上継続して体を動かしていれば、
スポーツの種目は問いません。

○実施場所　苫前町内であればどこでもＯＫ！
○参加者の中から抽選でふわっとギフト券などが当る！

（2,466人） （3,995人）

チャレンジデーとは？
５月の最終水曜日の午前０時から午後９時までの間、15
分間以上の運動を行った人の参加率を競い合う住民参加
型スポーツイベントです。参加率とは以下のとおりです。
参加者人数÷人口（平成19年２月１日現在の人）

島根県海士町
日本海に浮かぶ、隠岐諸島の島前3島のひと
つ中の島にある町です。
「どこにも真似できない人の交流」をまちづ
くりの柱にしています。参加4回目

～テーマ～
「元気宣言 わたしたちのまち とままえ！」

～目　標～
－苫前町健康づくり大作戦－

「まちの力をひとつに、めざせ100％」
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今
月
の
担
当
は
福
澤
保
健
師
で
す
。 
『
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
』 

健　　康 
ばんざい 

★
予
防
方
法
に
つ
い
て

①
外
か
ら
帰
っ
た
ら

必
ず
手
を
よ
く
洗
う
。

②
野
生
の
果
物
や
山
菜
な
ど
は
よ
く

洗
う
か
十
分
熱
を
加
え
て
か
ら
食

べ
る
。

③
沢
水
や
小
川
の
水

等
な
ま
水
は
飲
ま

な
い
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
と
い
う
寄
生
虫
が
肝
臓
に

寄
生
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
苫
前

町
で
は
寄
生
さ
れ
た
キ
ツ
ネ
を
捕
獲

し
た
実
例
も
あ
り
、
皆
さ
ん
の
身
近

に
潜
ん
で
い
る
病
気
な
の
で
す
。

完
全
に
治
す
に
は
手
術
で
切
除
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
常

生
活
に
あ
ま
り
支
障
が
で
な
い
た

め
、
発
見
が
遅
れ
気
づ
い
た
と
き
に

は
悪
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
病
気
で
す
。

★
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が
奇
生
し
た
キ

ツ
ネ
や
そ
の
糞
を
直
接
触
っ
た
り
、

糞
に
汚
染
さ
れ
た
山
菜
や
沢
水
を
そ

の
ま
ま
口
に
す
る
と
、
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
犬
や
猫
が
野

ネ
ズ
ミ
を
食
べ
て
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

症
に
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
＝
キ
ツ
ネ
で
は

な
く
、
犬
や
猫
か
ら
人
に
感
染
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

④
キ
ツ
ネ
に
餌
付
け
を
し
な
い
、
家

に
近
づ
け
な
い
よ
う
残
飯
や
生
ゴ

ミ
は
放
置
せ
ず
適
切
に
処
理
す

る
。

⑤
犬
・
猫
が
野
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
放
し
飼
い
は

や
め
る
。

⑥
五
年
に
一
度
、
町
の
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
症
検
診
を
必
ず
受
け
る
。

（
平
成
十
九
年
度
の
対
象
地
区
は

苫
前
・
古
丹
別
地
区
で
す
。）

※
苫
前
町
で
は
、
総
合
健
診
と
同
日

に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
象
地
区
の
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
後
日
改
め
て
回
覧
致
し

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

※
健
康
相
談
と
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
症
の

講
話
を
行
い
ま
す
。（
苫
前
・
古

丹
別
地
区
）

体
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
や
血

圧
を
測
っ
て
ほ
し
い
！
な
ど
な
ど
、

相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
方
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
後
日
改
め
て
回
覧
致
し
ま
す

の
で
ご
覧
下
さ
い
。

Dr.小野の処方せん 
慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）とは、肺気腫、慢
性気管支炎に代表される閉塞性障害を示す疾患であ
り、タバコ煙などにより末梢気管支、肺胞壁および
肺血管に障害を受けている。慢性的な痰・咳や労作
時の息切れが主症状で呼吸機能検査や胸部Ｘ線によ
り診断される。癌、脳卒中、心筋梗塞は３大生活習
慣病と言われるが、ＣＯＰＤはこれらよりも高い増
加を示し2020年には死因の３～５位に上昇すると
予測されている。1997年での実数は530万人と推定
され、70歳以上では5人1人という調査もある。従
って数百万人を超える多くの高齢患者が、何も対策
が講じられずに放置されている。最もありふれたタ
バコ病が最大の生活習慣病である。ＣＯＰＤの最大
の原因は喫煙であるが、初期には自覚症状がなく、
肺機能検査で診断される。肺気腫の肺はスカスカぼ
ろぼろで梁がないので、力がでない、肺粗鬆症であ
る。原因である禁煙が第一の治療であるが、薬剤と
しては吸入抗コリン薬が第一選択となる。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

苫前町では心の病を抱える方の家族が集い、お互いの悩み・気
持ちを語り合っています。毎回５～６名で集っています。

こんな方はぜひご参加を・・・
心の病（統合失調症、うつ病、神経症等･･･）を抱える方の家族
○どう関わったらよいかわからない
○自分と同じ立場の人たちの声を聞きたい、聞いてもらいたい

＊詳しく知りたい方は、お気軽に下記までお電話ください。また、心の病に
関する相談もいつでも受け付けていますので、お電話ください。

月　日：平成19年6月18日（月）、11月21日（水）
場　所：苫前町福祉センター
内　容：話し合い（茶話会）

＊参加している家族の声＊
・「同じ立場の家族だからこそ、悩み・困っていることを話
せる」

・「自分自身の対応を振り返ることができる」
・「話すことで元気になれる」
～悩みを抱えている家族の方、ご連絡をお待ちしています～

問い合わせ先
苫前町町民課けんこう係保健師(担当桧森)0164-64-2215
留萌保健福祉事務所保健福祉部 保健師(担当伊東)0164-42-8327（直通）

ＣＯＰＤ

「
放
っ
て
お
く
と
大
変
！

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
」

心の病を抱える方の家族の集い



広報とままえ　５月号 11頁

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

地域包括支援センターは高齢者や家族の相談を受け付

けたり、高齢者を見守ったり、心身の状態に合わせた支

援を提供する総合的なサービス拠点です。

専門職として保健師、ケアマネジャーが配置され、高

齢者のみなさんが地域で安心して生活できるよう介護や

福祉など地域の高齢者に関する相談をお受けし、どのよ

うな支援が必要かを把握し、適切なサービス、機関や制

度の利用につなげる支援を行います。

■地域包括支援センターの主な役割

・高齢者の虐待の防止と権利擁護のための活動をしま

す。

・高齢者や家族の総合的な相談を受け付け、支援します。

・よりよい介護のためにケアマネジャーを支援します。

・地域の高齢者の状態を把握し、介護予防を推進します。

・介護予防ケアマネジメント業務を実施します。

地域生活の継続のために、本人ができることはできる

限り本人が行うことを基本とし、利用者ができることを

利用者とともに発見し、利用者の主体的な活動と参加意

欲を高めることです。

１）介護保険の地域支援事業に係る特定高齢者を対

象とした介護予防事業のマネジメント業務

２）新予防給付（4月から認定基準が変更され、新基

準で要支援と認定された方）による介護予防を重

視した介護保険サービスのケアマネジメントを

行います。

お問い合わせ 苫前町役場町民課しあわせ係
0164-64-2215（内線226）まで

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
医
療
制
度
は
今
後
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か
？

Ａ
　
順
次
改
正
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
平
成
18
年
10
月
〜

①
70
歳
以
上
の
現
役
並
み
所
得
を
有

す
る
高
齢
者
の
患
者
負
担
の
見
直

し
。（
２
割
負
担→

３
割
負
担
）

②
療
養
病
床
に
入
院
す
る
高
齢
者
の

食
費
・
居
住
費
の
見
直
し
（
平
均
的

な
家
計
に
お
け
る
食
費
及
び
光
熱
費

相
当
分
の
負
担
）

③
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
の
見

直
し
（
30
万
円→
35
万
円
）

★
平
成
19
年
４
月
〜

①
70
歳
未
満
の
方
の
入
院
費
用
の
医

療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
を
高
額
療

養
費
制
度
に
お
け
る
自
己
負
担
限
度

額
に
留
め
る
こ
と
と
す
る
見
直
し
。

（
保
険
者
に
申
請
し
、
発
行
さ
れ
た

証
を
医
療
機
関
に
提
示
）

②
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

の
限
度
額
を
53
万
円
か
ら
56
万
円
に

引
き
上
げ
。

③
平
成
20
年
４
月
よ
り
、
40
歳
〜
74

歳
の
方
の
生
活
習
慣
病
（
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
予
防
健
診
の

義
務
化
に
伴
い
、
５
年
を
１
期
と
し

た
健
診
・
保
健
指
導
の
目
標
や
、
体

制
を
盛
込
ん
だ
実
施
計
画
の
策
定
を

し
ま
す
。（
特
定
健
康
診
査
等
実
施

計
画
）

★
平
成
20
年
４
月
〜

①
70
歳
〜
74
歳
の
高
齢
者
の
患
者
負

担
の
見
直
し
（
１
割
負
担→

２
割
負

担
）
※
現
役
並
み
所
得
者
３
割

②
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
を
対

象
と
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

創
設

（
保
険
の
運
営
は
北
海
道
内
全
市
町

村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
が
行
い
ま

す
。）

③
各
医
療
保
険
者
に
対
す
る
40
歳
〜

74
歳
の
方
の
生
活
習
慣
病
（
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
予
防
健
診

の
義
務
化
。（
健
診
実
施
率
の
国
が

示
す
目
標
は
、
平
成
24
年
度
末
時
点

で
65
％
の
実
施
率
。）

※
苫
前
町
〜
40
歳
〜
74
歳
の
方

約
１
、
１
０
０
人
×
65
％
＝
約
７

１
５
人

④
乳
幼
児
の
患
者
負
担
軽
減（
２
割
）

措
置
の
拡
大
（
３
歳
未
満→

７
歳
未

満
）

お
問
い
合
わ
せ
先

苫
前
町
町
民
課
し
あ
わ
せ
係

64-

２
２
１
５
（
２
２
６
）

平成１９年４月より苫前町地域包括支援センターが設置されました。
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住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n

住まいる
ス マ イ ル

情報

内閣総理大臣名の書状を贈呈します
先の大戦において、外地等（事変他の区
域又は戦地の区域）に派遣され、戦時衛生
勤務に従事された旧日本赤十字社救護看護
婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方（慰労給付
金受給者を除く）に対して、その御労苦に
報いるため内閣総理大臣名の書状を贈呈し
ております。

◆御本人または御家族などからのご連絡を
お待ちしております。
【問い合わせ先】
〒100－8926
東京都千代田区霞が関2－1－2
総務省大臣官房管理室　業務担当
電話　03－5253－5182（直通）
FAX 03－5253－5190

【請求用紙】
請求用紙は、総務省大臣官房管理室に御
連絡されるか、北海道保健福祉部福祉局福
祉援護課（電話011－204－5269）までお
問い合わせください。

請求期限が2年間延長され、
平成21年3月31日まで
となりました。

旧日本赤十字社救護看護婦及び
旧陸海軍従軍看護婦の皆様へ

平成19年4月1日から児童手当制度か拡充されました

新たな中型免許の施行
～新たな中型免許制度が施行されます　内容について確認を～

○拡充の内容
我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、若い子育て世帯等の
経済的負担の軽減を図る観点から、3歳未満の乳幼児の養育者に対する
児童手当の額を、第1子及び第2子について倍増し、出生順位にかかわら
ず一律月1万円となりました。
なお、3歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年齢及び所得制限限
度額については、現行どおりです。

※今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う必要はありません。
なお、平成19年4月から3歳未満の児童手当の額は一律月額1万円とな
りますが、3歳到達後の翌月からは、第1子及び第2子の手当額は5千円
となります。

○中型自動車・中型免許の新設（平成19年6月2日施行）
改正道路交通法により、自動車の種類として今までの普通自動車と大
型自動車の区分の間に、中型自動車を新設し、これに対応する免許の種
類として中型免許、中型二種免許、中型仮免許が新設されます。

小型ガス瞬間湯沸器をご使用の皆様へ

現行制度
普通自動車 大　型　自　動　車

受 験 資 格

車 両 総 重 量

最 大 積 載 量

乗 車 定 員

18歳以上

8トン未満

5トン未満

10人以下

20歳以上、経験2年以上
（特に大きな車両）21歳以上、経験3年以上
8トン以上
（特に大きな車両）11トン以上
5トン以上
（特に大きな車両）6.5トン以上
11人以上
（特に大きな車両）30人以上

詳しくは、町民課住民係（64－2215（内線223））へお問い合わせください。

〈0歳以上3歳末満の児童の養育者に対する児童手当〉
（現行） （改正）

第１子、第２子　月額５千円→月額１万円（倍増）
第３子以降　　　月額１万円→月額１万円（現行どおり）

〈3歳以上（現行どおり）〉
第１子、第２子　月額５千円
第３子以降　　　月額１万円

施行日：平成19年4月1日
（拡充後の最初の支給月 平成19年6月）

普通自動車

受 験 資 格

車 両 総 重 量

最 大 積 載 量

乗 車 定 員

18歳以上

5トン未満

3トン未満

10人以下

中型自動車

20歳以上、経験2年以上

5トン以上、11トン未満

3トン以上、6.5トン未満

11人以上、29人以下

21歳以上、経験3年以上

11トン以上

6.5トン以上

30人以上

大型自動車

新制度

小型ガス瞬間湯沸器を、換気扇を回さ
ず使用していたため、死亡に至る事故が
発生しています。
小型ガス瞬間湯沸器を使用するときは、
必ず換気扇を回しましょう。

小型ガス瞬間湯沸器をご使用の皆様へ



各
町
内
会
・
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
港
町
内
会
）

○
苫
　
前
　
工
　
藤
　
政
　
尚
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す
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戸
籍
の
小
箱

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

竹
内
　
ハ
ギ
（
94
歳
）
３
月
17
日

旭

伊
藤
　
廣
則
（
78
歳
）
４
月
３
日

岩
　
見

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

近
年
、
経
済
社
会
の
国
際
化
の
進

展
に
伴
い
、
我
が
国
に
入
国
・
在
留

す
る
外
国
人
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

我
が
国
の
労
働
市
場
に
及
ぼ
す
影
響

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
で
は
、
毎
年
六
月

を「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

と
定
め
、
各
種
の
啓
発
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
国
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
外
国
人
労
働
者
の
適

正
な
就
労
の
促
進
と
不
法
就
労
の
防

止
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
又
は
、
北
海
道
労
働

局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
（
〇
一

一
―
七
〇
九
―
二
三
一
一
内
線
四
七

四
四
）
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
や
人

命
・
財
産
を
保
護
す
る
防
災
無
線
な

ど
社
会
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
不
法
無
線
局
が
重

要
無
線
通
信
や
テ
レ
ビ
放
送
に
妨
害

を
与
え
る
な
ど
社
会
的
な
問
題
を
発

生
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
六
月
一

日
か
ら
十
日
ま
で
を
『
電
波
利
用
保

護
旬
間
』
と
定
め
、
電
波
利
用
環
境

保
護
の
大
切
さ
訴
え
て
い
ま
す
。

電
波（
行
政
）に
関
す
る
お
問
合
せ
は

北
海
道
総
合
通
信
局
（
札
幌
市
北
区

北
８
西
２
札
幌
第
一
合
同
庁
舎
）

◇
受
付
時
間

午
前
８
時
半
か
ら
12
時
、
午
後
１

時
か
ら
午
後
５
時

（
土
日
祝
日
除
く
）

☆
不
法
無
線
局
・
混
信
・
妨
害

〇
一
一
―
七
三
七
―
〇
〇
九
九

☆
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

〇
一
一
―
七
三
七
―
〇
〇
三
三

☆
そ
の
他
行
政
相
談

〇
一
一
―
七
〇
九
―
三
五
五
〇

６
月
は

外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

中
退
共
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

中
退
共
は
、
国
の
制
度
な
の
で
掛

金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有

利
な
特
色
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
安

全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

中
退
共
本
部

〇
三
―
三
四
三
六
―
〇
一
五
一

中
退
共
で
退
職
金

電
波
利
用
保
護
旬
間

６
月
１
日
か
ら
10
日

苫前幸寿園介護職員募集
職種 介護職員（入居者の生活介助全般）
年齢 不問
資格 介護福祉士、1・2級ヘルパー

（未経験者可）
勤務 ４交代制、１日８時間

（夜勤月４～５日程度）
待遇 給与月14万～・夜勤、通勤手当

有・社会保険完備
募集 随時
採用 委細面談にて決定
提出 履歴書郵送又は持参
連絡先 特別養護老人ホーム苫前幸寿園

1 64－2076・64－2226

北海道総合通信局ホームページ
http://www.hokkaido-bt.go.jp/

苫前漁港東外防波堤
愛称決定！

愛称：とままえ夕陽のステージ
合計18点の中から厳正な審査の上、決定しました。

伊
　
藤
　
大
　
輔
（
古
丹
別
）
吉
　
田
　
美
　
穂
（
遠
別
町
）

湯
　
川
　
三
　
夫
（
古
丹
別
）
竹
　
田
　
恵
美
子
（
増
毛
町
）

酒
　
井
　
　
　
寿
（

旭
　
）
南
　
部
　
里
　
佳
（
羽
幌
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

風力発電の売電状況
（ 風　来　望 ）

19年度売電累計 9,325,677円
（昨年実績 8,217,356円）

平成19年４月分の実績
・供給電力量　281,490kWh 

3,531,995円
（昨年実績 2,070,462円）

５
月
町税の
納期

今月は、
固定資産税
の納入月です。

納期内納入に
ご協力願います。

苫前町の交通事故情報
平成19年３月末現在

交通事故死ゼロ日数は

3月31日現在で1063日

発生件数

１件

死者数

０人

負傷者数

３人
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
も
な
る
と
、
町
内

の
野
球
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
キ
ャ
ン
プ

場
、
資
料
館
な
ど
の
施
設
が
次
々
に
オ
ー
プ

ン
し
、
利
用
者
を
出
迎
え
る
▽
町
内
の
野
球

少
年
団
や
中
学
校
、
高
校
の
野
球
部
は
、
公

式
戦
に
向
け
て
練
習
試
合
を
す
る
▽
町
野
球

連
盟
の
審
判
員
は
、
そ
れ
ら
練
習
試
合
の
お

手
伝
い
を
す
る
連
休
で
も
あ
る
。
こ
の
連
休

も
、
町
外
か
ら
数
チ
ー
ム
が
集
ま
り
練
習
試

合
の
審
判
を
行
っ
た
。
結
果
は
と
も
あ
れ
、

実
際
に
土
の
上
で
練
習
で
き
た
の
は
２
週
間

程
度
だ
と
思
う
が
、
各
選
手
の
白
球
を
追
う

姿
を
見
る
と
、
野
球
に
対
す
る
一
生
懸
命
さ

が
伺
え
る
。
誰
よ
り
も
熱
心
な
の
は
、
監
督

や
親
か
も
し
れ
な
い
▽
プ
ロ
野
球
の
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
裏
金
問
題
で
、
野
球
界
に
投
げ

か
け
た
波
紋
は
大
き
い
。
特
に
、
高
校
野
球

の
特
待
生
制
度
へ
の
波
紋
は
、
全
国
の
学
校

現
場
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
よ
う
だ
。
実
際

に
野
球
部
を
解
散
し
た
高
校
も
あ
る
▽
日
本

高
校
野
球
連
盟
は
、
全
国
約
四
千
二
百
余
り

の
加
盟
校
を
対
象
に
調
査
し
、
日
本
学
生
野

球
憲
章
に
違
反
が
あ
っ
た
学
校
に
は
当
該
選

手
の
対
外
試
合
出
場
禁
止
や
部
長
を
交
代
さ

せ
る
な
ど
の
是
正
措
置
を
義
務
づ
け
る
と
言

う
▽
５
月
２
日
ま
で
に
各
高
校
は
調
査
に
対

し
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
回
答
し
な
け
れ
ば

な
ら
い
。
そ
の
回
答
を
得
て
、
こ
の
夏
の
全

国
大
会
（
甲
子
園
大
会
）
の
地
方
大
会
（
予

選
大
会
）
ま
で
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
事
態

を
収
拾
す
る
意
向
と
の
こ
と
で
あ
る
。
裏
を

返
す
と
連
休
中
の
練
習
試
合
や
春
の
大
会
に

出
場
で
き
な
い
学
校
が
相
当
数
に
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
▽
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
の
優
秀

な
学
生
が
、
奨
学
金
や
学
費
の
免
除
な
ど
を

受
け
る
制
度
は
、
も
は
や
一
般
的
で
も
あ
る
。

プ
ロ
に
送
り
込
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
野

球
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
も

な
い
。
学
生
野
球
憲
章
そ
の
も
の
自
体
の
見

直
し
も
必
要
と
考
え
る
▽
６
月
に
は
、
当
町

で
少
年
野
球
の
管
内
大
会
が
行
わ
れ
る
予
定

だ
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
た
め
、
現
在
の
高

校
球
児
の
た
め
、
１
日
も
早
い
改
善
策
を
祈

る
ば
か
り
だ
。
野
球
だ
け
で
は
な
く
、
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
。

編

集

雑

記

帳

入学ギャラリー

入
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入学ギャラリー入学ギャラリー

古丹別小学校　新1年生13名

古丹別中学校　1年生14名

古丹別保育所

苫前小学校　新1年生13名

苫前中学校　1年生11名

苫前保育園

4月6日
入学式

4月6日
入学式

4月2日
入所式

4月6日
入学式

4月6日
入学式

4月2日
入園式

4月9日
入学式 苫前商業高等学校　1年生32名


